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第２部 みんなでつくる魅力ある学校

Ⅰ 生涯にわたり学び続ける基礎を培う

１ これからの時代に必要な力を育み，わかる喜びにつなげる授業の推進

(1) 学力向上関係事業の改善

児童生徒の学力向上をより一層図るため，柏市学力向上プランの検証・見直しを行っています。

また，柏市学力向上プラン推進委員会からの提言を施策の改善に反映させ，学力向上プランのＰＤＣＡサイ

クルの確立を図っています。

平成２４年度末には，柏市学力向上プラン推進委員会からの提言を基に柏市学力・学習状況調査を実施し，

その結果に基づき，「学びづくりフロンティアプロジェクト」を計画立案しました。

「第一次学びづくりフロンティアプロジェクト」では，平成２５年度から平成２７年度までを対象期間とし，

２中学校区の６小中学校をモデル校として，児童生徒の学ぶ意欲を育むための取り組みを重点的に支援しまし

た。さらに，平成２７年度から第二次学びづくりプロジェクト校区２中学校区，平成２８年度から第三次学び

づくりプロジェクト校区１中学校区がスタートし，全３中学校区１０校が参加するプロジェクトとして取り組

みました。

(2) 教育課程の編成・実施に対する支援

学習指導要領に基づく教育課程が各学校において適切に編成・実施されるよう，教務主任研修などを通じた

指導助言及び支援を行いました。また，学習指導要領の趣旨を踏まえて各学校が教育活動を行えるよう，『柏市

学校教育指導の指針』を作成しました。

(3) 学校図書館及びＩＣＴを活用した授業に対する支援等

①学校図書館活用の推進
柏市では「確かな学力」と「豊かな心」の育成をめざし，学校図書館を活用した教育を推進しています。
平成１５年度より，市立小中学校に対して学校図書館指導員の派遣を実施し，読書活動の推進と授業にお
ける学校図書館活用の推進に向けた支援を行っています。平成２１年度からは，学校図書館指導員を市の臨
時職員とすることで，さらに指導力の向上と授業支援の充実を図っています。
また，学校図書館担当教諭及び指導員への支援を強化するため，平成１７年度からは学校図書館アドバイ
ザー制度を，さらに，平成２７年度からは学校図書館コーディネーター制度を導入し，全校への巡回指導，
モデル授業例の公開等を通じ，授業における学校図書館の活用促進を図っています。さらに平成１８年度よ
り，学校図書館ネットワーク事業による学校図書館蔵書検索システムを稼働し，相互貸借を実施することで，
特色ある学校図書館づくりを推進し，読書量の増加を図り豊かな心の形成に寄与するとともに「調べ・考
え・まとめる」情報活用能力の育成を図っています。

■学校図書館活用・整備状況（平成２９年３月３１日現在）

区分 蔵書冊数 充足率
一人当たり
蔵書冊数

一人当たり
平均貸出冊数

指導員年間派遣日数

小学校 479,772 冊 116.6％ 29.7 冊 57.6 冊 164～205 日

中学校 252,449 冊 102.2％ 29.0 冊 8.6 冊 123～164 日

※充足率は学校図書館整備基準による。

②効果的なＩＣＴ（＊）活用の推進

ＩＣＴを用いた指導を行い，児童生徒の理解を助けたり，児童生徒自身がＩＣＴを活用して学びを深めた

りするような，わかりやすい授業の実現に努めています。
民間のコンピュータ取扱能力等の高い者を，柏市内の公立小・中・高等学校及び教育委員会に配置し，イ

ンターネットやコンピュータを活用した授業の支援，研修，教材作成のためのアドバイザーとして活用し，
柏市における情報教育を支援しています。

＊ＩＣＴ・・・ Information and Communication Technologyの略。パソコンや実物投影機，電子黒板，プロジ

ェクターなどのハードウェアやソフトウェア，インターネットなどを活用する情報通信技術のことを指す。

(4) 学校図書館及びＩＣＴの活用に係る教員の力量向上

柏市では，学校図書館活用に係る教員の力量向上のため，年に２回の司書教諭研修会を実施しており，学校図

書館活用授業のあり方を学んだり，日常の学校図書館活用方法について情報交換を行ったりしています。

また，各教科のどの単元で学校図書館を活用できるかを示した「パスファインダー」を学校図書館指導員が作

成しており，多くの教科で学校図書館を活用した授業を行い，学力向上を目指しています。
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ＩＣＴを活用した指導力の向上を図る目的で，教職員研修を実施しています。長期休業期間中に，授業活用

や校務支援，情報モラルに関する情報活用研修講座を２０回実施しています。

■授業中にＩＣＴを活用して指導できる教職員の割合の推移（平成２９年３月３１日現在）

※文部科学省「学校における教育の情報化の実態等に関する調査」より

(5) 環境教育の推進

学校と家庭，地域の連携により，自然体験の場や機会を充実させ，「自然や地域との関わり」の学習を通じて，

豊かな人間性を育む教育を推進しています。また，環境保全に対する意欲の増進を図るため，児童生徒の発

達段階に応じて，身近な地域の自然環境や環境問題を捉えながら，問題解決的な学習や体験を取り入れた学習

に取り組んでいます。

(6) キャリア教育の推進

自立心や勤労観，職業観を養うために小学校段階からのキャリア教育を推進しています。各学校では，キャ

リア教育の全体計画や年間計画を作成し，職場体験や見学，企業家による授業など，様々な取組を行っていま

す。教育委員会でも各学校の取組を支援するため，商工会議所と連携して職場体験先やゆめ・仕事ぴったり体

験先を紹介したりしています。

(7) 国際理解に関する教育の推進

①外国語指導助手（ＡＬＴ）（＊）の派遣

児童生徒のコミュニケーション能力の育成と国際化に対応した特色ある教育の進展を図るため，柏市では

ＡＬＴを市内の小中学校に配置しています。

平成２８年度は，市内の小学校外国語活動や中学校における外国語教育の充実に努めるため，１４人のＡ

ＬＴを配置しました。緊密なティームティーチングにより充実した授業を行っています。

＊外国語指導助手（ＡＬＴ）・・・ Assistant Language Teacher の略。主に外国語教育の充実を図るため，

担任や外国語担当教員等の助手として，市費により配置する外国人指導者。

②姉妹・友好都市との交流活動

柏市は，アメリカのトーランス市，グアム，並びにオーストラリアのキャムデン町と姉妹都市としての，

また中国の承徳市と友好都市としての関係にあり，これまでに，市内のいくつかの小中高等学校が，独自に

姉妹校，友好校として交流活動を行っています。

市立柏高校においては，姉妹校２校（アメリカ・トーランス北高校，オーストラリア・シェントンカレッ

ジ高校）及び友好校１校（中国・承徳第一中学校）と相互の交流研修を行いました。

また，承徳市，トーランス市，グアム，キャムデン町からの青少年訪問団が，小中学校を表敬訪問をした

り，学校で一日体験を行うなどして，市内の子どもたちとの交流を深めています。

■姉妹校，友好校の状況（平成２９年３月３１日現在）

区分 締結日 学校名 姉妹校・友好校

姉妹校

昭和 55. 3.15 柏第一小学校
アメリカ・トーランス市ジョセフアーノルド小学校

（幼稚園から５年生まで）

昭和 55. 3.15 旭小学校
アメリカ・トーランス市アダムス小学校

（幼稚園から５年生まで）

昭和 55.10.10 酒井根小学校
アメリカ・トーランス市アーリントン小学校

（幼稚園から５年生まで）

平成 2. 2.10 市立柏高校 アメリカ・トーランス市トーランス北高校

平成 14. 7.31 市立柏高校
オーストラリア・西オーストラリア州パース市シェン

トンカレッジ高校

友好校

昭和 63.10. 5 旭小学校 中国・承徳市実験小学校

昭和 63.10. 5 中原中学校 中国・承徳市承徳第二中学校

平成 7.10. 5 市立柏高校 中国・承徳市承徳第一中学校

区分 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度

小学校 68.8％ 74.1％ 80.9％ 80.4% 87.7% 89.2% 91.1%

中学校 53.6％ 56.7％ 55.4％ 60.9% 66.1% 59.4% 77.7%
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(8) 学校図書館の学習情報センター化

市内小中学校の学校図書館について，学習情報センターとして図書，新聞，雑誌，インターネット等の複数

メディアでの調べ学習ができる環境を整備し，各学校へ活用方法等を指導しました。また。平成２８年度末ま

でに，無線ＬＡＮのアクセスポイントを６２校全校に設置しました。

(9) ＩＣＴ機器等の整備充実

国の調査では，授業で日常的にＩＣＴ機器等を活用している学校は学力学習状況調査の結果が良い，という

報告がされています。

このため教育委員会では，ＩＣＴ機器活用の日常化という観点から，普通教室のＩＣＴ環境の充実に取り組

んでいます。

まずハードの面では，プロジェクタの常設化と配線の削減を計画的に進めました。例えば平成２４年度から

のコンピュータリプレイスにおいては，小学校の全ての普通教室に壁据付型電子黒板機能付きプロジェクタ，

中学校の全ての普通教室に天吊り型プロジェクタを設置しました。これによりプロジェクタ使用時の準備作業

の軽減を図り，また露出するケーブルを削減することで児童生徒が安全に使用できるようにしました。

またソフトの面では，ＩＣＴを活用した授業の実践例の収集や，授業で活用できるデジタルコンテンツ等の

整備を進め，いずれも教育研究所ホームページから閲覧できるようにしているほか，平成２５年度には社会科

副読本のデジタル化に取り組み，平成２６年度から全校に配信しています。

(10) 子どもたちの学習活動を支える人的支援

チームティーチングによる授業補助や個別の学習支援などを行うことにより，児童生徒の実態に応じたきめ

細かな学習指導の展開を支援します。平成２８年度は，小学校に５１人，中学校に１８人のサポート教員を配

置しました。

２ 発達や学びの連続性を踏まえた教育の推進

(1) 幼児教育研究の充実

市内全幼稚園・市内全保育園・全認定こども園と連携した研究体制により，幼児の健やかな成長のための運

動能力及び体力向上に向けた研究に取り組んでいます。

遊びを充実させていく中で楽しみながら進んで運動しようとする意欲を育てることに重点を置き，園内の環

境設定・保護者への啓発方法を各園で工夫しました。また，運動遊びや指導方法を伝える運動遊び講習会を幼

保こ小学校の教員を対象に開催したところ，多くの教諭および保育士が研修に参加しました。

また，共同研究の集大成として，研究発表会を開催し，各園で行った運動能力の測定結果と園や家庭での生

活調査の相関関係を報告したり，各園での特色ある運動遊びの実践を発表したりしました。幼児教育関係者だ

けでなく，幼児を持つ保護者や市民を対象に，幼児教育に関する啓発も行いました。

柏市では，幼児教育の振興・充実のために，柏市幼児教育振興審議会を設置しています。委員は，さまざま

な立場から幼児教育に関わる各機関から委嘱されており，本市における幼児教育の現状を情報交換するととも

に，今後の幼児教育のあり方について審議しています。

平成２８年度は，柏市立教育研究所事業計画の概要を説明するとともに，質疑応答を行いました。更に，こ

れまでの成果・課題を振り返るとともに，幼児教育に関しての取組の方向性などをテーマとして話し合いまし

た。

(2) 幼稚園・保育園・認定こども園と小学校の連携の推進

柏市の園児や児童の実態に基づいた教育課題を明らかにし，発達や学びの連続性を踏まえた連携を推進する

ことにより，幼児教育と小学校教育双方の質の向上と子どもたちのより良い成長を目指します。

幼保こ小連絡協議会が中心となって連携の在り方を協議し，それをもとに地区別連絡会（市内９地区）を開

催して情報交換や相互参観，交流会などの充実を図っています。さらに，その進展状況や連携の在り方につい

ての便りを作成して啓発を図っています。

幼保こ小連携研究委員会では，幼稚園・保育園等の生活から小学校生活への円滑な連携を目指し，平成２５

年度に作成した保護者対象の啓発資料「入学心得講座」および平成２７年度に完成した「柏市スタートカリキ

ュラム」の普及を図りました。また，幼児期の育ちや学びを小学校教育につなげていくことを目的とした「柏

市アプローチカリキュラム」の作成に取り組んでいます。家庭教育支援への視点から，今後も他部署との連携

を強化します。

(3) 小学校と中学校の連携の推進

柏市では，平成２２年度から２４年度の３ヶ年， ４中学校区で小中連携教育の研究指定を行い，小学校から

中学校に円滑に接続できるよう調査・研究を進めてきました。

その成果を踏まえ，平成２５年度からは全小中学校で小中連携教育に取り組み，中学校区ごとの「めざす子

ども像」を共有しています。中学校区の特色を生かし,教職員や児童・生徒，地域との交流が行われています。
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(4) 魅力ある市立高校教育の推進

市立柏高等学校は，昭和５３年４月の開校以来，生徒の多様な個性に応じた教育内容の工夫に努め，特色あ

る学校づくりを進めています。

平成１０年度に開設したスポーツ科学科においては，地域スポーツの発展に貢献する人材の育成を目指して

います。

平成２０年度入学生より，制服を新たにし，また平成２１年度入学生からは，学年制から単位制に移行し，

柏市が中核市へ移行したことに合わせて，普通科の通学区域も市内から市内の県立高校と同じく変更しました。

また，平成４年に開設した国際科を平成２２年度卒業生をもって閉じ，普通科の中に国際教養クラスや総合

進学クラスなど特色あるクラスを新設し，個々の生徒の学習希望に添えるよう教育環境の充実に努めています。

生徒の語学力の向上と国際理解のため，普通科国際教養クラス２年生のアメリカ・トーランス北高校への語

学研修に加え，平成１３年度からはオーストラリア・パース市のシェントンカレッジ高校や中国の承徳第一中

学校との交流も行っており，多くの生徒が海外で研修を行っています。

部活動については，各部とも積極的に活動しており，吹奏楽，バスケットボール，バレーボール，野球，サ

ッカー，ソフトテニス，陸上，柔道など，ほとんどの部活動が県、関東、全国の各種大会で常に優れた成績を

収めています。

■卒業生の進路状況（平成２９年３月３１日現在）

区分 大学 短大 専修・各種学校 就職 留学 その他 卒業者数計

人数 127 人 12 人 120 人 54 人 2人 6 人 321 人

割合 39.6％ 3.7％ 37.4％ 16.8％ 0.6％ 1.9％ 100.0％
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Ⅱ 安心・規律・活気のある学び合いの場をつくる

１ 自他を尊ぶ教育の推進

(1) 道徳教育の充実

柏市の各校では，道徳教育の要となる道徳の時間の充実を図るために，学校の実態に応じた道徳の全体計画

及び各学年の指導計画（４つの主項目「Ａ主として自分自身に関すること」「Ｂ主として他の人とのかかわりに

関すること」「Ｃ主として集団や社会とのかかわりに関すること」「Ｄ主として自然や崇高なものとのかかわり

に関すること」を含む）の作成・見直しを行っています。また，各教科，特別活動及び総合的な学習の時間な

ど，全ての教育活動を通して道徳教育の充実を図っています。教材としては，副読本を主とし「私たちの道

徳」なども活用しています。また各校独自の教材開発にも努めています。更に，各校より指導案を集め柏市内

の先生方で共有できるようＷｅｂで公開しています。

道徳の指導は，学校，家庭，地域社会の三者それぞれが役割を果たし，それらの間に一貫した方針が保たれ

ることによって，その成果をあげることができます。道徳の授業を平成１７年度以降毎年全校で公開し，参観

者から意見を伺うことにより，教師の指導力の向上を図るとともに，学校や家庭・地域社会が一体となって豊

かな心の教育に係る機運を高めるように指導しています。また，従来これらが個々に担っていた社会体験，奉

仕体験，自然体験による教育力を，学校がコーディネートし，より効果を高めていくことができるよう推進し

ています。

(2) 生徒指導体制の充実

生徒指導は，全ての児童生徒の人格をよりよく発達させ，学校生活がより充実したものになることを目指す

ものです。各学校における生徒指導では，児童生徒との共感的人間関係を基盤として，児童生徒理解の上に立

ち，発達に即した指導・援助を行っています。特に，教師が児童生徒一人一人に寄り添う指導をこころがけ，

子どもにとって「居場所」のある充実した学校生活を送れるよう生徒指導に取り組んでいます。

■市内中学校卒業生の進路状況（平成２８年５月１日現在）

卒業者数

公立高校 私立高校

進学者 進学率
専修各

種学校
就職

家事

従事

特別

支援

学校

未定

その他県内 県外 県内 県外

3,332 人 2,157 人 33人 701 人 349 人 3,292 人 98.8％ 3 人 5人 30人 46 人 0人

(3) いじめ対策の推進

いじめ問題に関しては，絶対に許されないことととらえ，定期的に全校児童生徒対象のアンケート調査を実

施し，未然防止・早期発見・早期対応を目指しています。

■平成２８年度いじめの状況 ※（ ）は平成２７年度数値

認知校数 認知件数 解消済 取り組み中 その他

小学校 42 (39) 2,405 (1,786) 2,232 (1,747) 171 (37) 2 (2)

中学校 20 (20) 623 (952) 589 (922) 30 (27) 4 (3)

合計 62 (59) 3,028 (2,738) 2,821 (2,586) 201 (64) 6 (5)

(4) 人権尊重教育の推進

差別をしない，偏見を持たないという人権尊重の理念は，人間にとって欠くべからざるものであることを認

識し，昭和５７年２月に「柏市人権尊重教育基本方針」を定めました。昭和６２年３月には「柏市人権尊重教

育基本方針及び重点施策」を打ち出し，これをもとに児童生徒への人権尊重教育を進めています。

柏市では，全小中学校の人権教育担当者を対象に研修会を開催し，教職員の人権意識向上と指導力の向上に

努めています。
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２ 一人一人に応じた教育の推進

(1) 教育相談体制の充実

教育相談は，学校及び教育委員会の各機関で随時行っています。児童生徒本人とその保護者・教職員，幼児

の保護者が抱えている教育上のさまざまな悩みごとの相談に応じ，面接や電話相談を通して，解決の手がかり

を見つけたり，適切な指導のあり方について助言をしたりしています。

平成１７年度からは市内全中学校に千葉県スクールカウンセラーが配置されています。また平成１９年度か

らは柏市独自に小学校９校を拠点としてスクールカウンセラーを配置し，平成２５年度からはこの統括的な役

割や，「突発的」「重篤な」「緊急を要する」等，児童生徒の問題（いじめ等）に迅速に対応し，的確なコーディ

ネート及び心理相談を行う職として，柏市スクールカウンセラースーパーバイザーを設置し，児童生徒や保護

者の相談活動の充実を図っています。

また平成１６年度からは，心理学等を学ぶ大学生を中学校に派遣するメンタルフレンド制度を実施していま

す。

生徒指導室では，主として小学生・中学生の教育に関する相談事業を実施しています。

相談機関は柏市教育委員会教育支援室内にあり，電話相談を担当する教育相談専門指導員２人と面接相談を

担当する心理相談専門指導員７人が交代で相談業務を行っています。

また，就学相談については，教育研究所が幼児・児童・生徒の適正な就学のために，調査・相談及び保護者

への支援，各学校への指導支援を行っています。こども発達センター内に窓口を設けたことにより，幼児期か

ら学齢期へのスムーズな相談体制が一層可能になりました。

なお，市内の相談機関等の相談状況を把握し，解決に向けた情報の共有化及び連携体制の強化を図るため，

学習相談室全体会議を月１回程度実施しています。

平成２３年６月に公布された『柏市自殺対策推進条例』の中で，教育機関の責務として「児童，生徒及び学

生が心身ともに健康な生活を送り，及び自殺の防止等に関する理解を深めることができるよう，適切な措置を

講じるものとする。」という点が挙げられました。これらの点を解決するため，平成２３年度に柏市自殺予防連

絡会議と，その作業部会として教育ワーキンググループ（平成２６年度末までに９回実施）が設置されました。

平成２５年度からは，ゲートキーパー養成講座を実施し，平成２７年度までの３年間で全教職員が受講しま

した。

〔平成２８年度相談体系〕
教育相談 教育相談専門指導員（２人）

心理相談専門指導員（７人）

教育相談 就学相談 適応指導専門指導員（３人）

教育支援委員会（１４人）

学校内での相談 スクールカウンセラー
（小学校 柏市９人・県６人，中学校２０人）

※中学校は県より配置
教育相談 特別支援教育 巡回相談 特別支援教育専門指導員（１３人）

きぼうの園 適応指導専門アドバイザー（１名）
適応指導専門指導員（６人）

豊四季台学習相談室 教育相談訪問アドバイザー（１名）
教育相談訪問指導員（８名）
スクールソーシャルワーカー（１名）

不登校相談 増尾台学習相談室 教育相談訪問アドバイザー（１名）
教育相談訪問指導員（８名）
スクールソーシャルワーカー（１名）

大津ケ丘学習相談室 教育相談訪問アドバイザー（１名）
教育相談訪問指導員（４名）
スクールソーシャルワーカー（１名）

学校内での相談 メンタルフレンド（１２名）

■教育相談の件数・内容等（平成２８年度）

相談内容
一般

(青少年センター内)

就学相談

(ウェルネス柏内)

不登校・園相談

(適応指導教室・学習相談室)
計

電話による相談 458 件 1,091 件 2,944 件 4,493 件

来室による相談 1,114 件 930 件 881 件 2,925 件

合計 1,572 件 2,021 件 3,825 件 7,418 件
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■柏市教育委員会教育支援室内の教育相談における相談内容（就学相談を除く）

内容 件数（件）
内訳（件）

幼児 小学生 中学生 高校生･他

学業 202 142 59 1

交友 6 5 1

いじめ 13 10 3

教師不適応 11 9 2

集団不適応 305 1 182 121 1

不登校･園 416 1 171 241 3

性格 369 7 297 62 3

非行一般

身体 3 3

進路 8 1 7

親子関係 37 0 22 15

子育て 35 1 30 4

異性関係

生活全般 26 6 15 5

その他 141 5 103 33

合計 1,572 15 981 563 13

（集計期間：平成２８年４月１日から平成２９年３月３１日まで）

(2) 長期欠席対策の充実

30 日以上欠席児童生徒の長欠率は，中学校が増加傾向です。これらの状況に対応するため，不登校児童生徒

支援事業として下記の取組を実施し，長期欠席児童生徒の学校復帰を支援しています。

①適応指導教室「きぼうの園」

「きぼうの園」は，何らかの要因により学校生活に適応できない児童生徒の学校復帰を目指して平成４年

度に開設した施設であり，適応指導アドバイザー１人，適応指導専門指導員６人，計７人の交替制により運

営しています。児童生徒個々に合った指導を行いながら，気持ちの解放や物事に挑戦する過程を通して集団

生活・学校生活への適応を図り，在籍校に復帰できるように援助しています。児童生徒及び保護者の個別カ

ウンセリング，学習の遅れに対する補習指導，自主的・主体的な活動への援助など幅広い働きかけを通して，

登校時の不安を解消し，一日も早い学校復帰のために支援しています。

②学習相談室

平成１３年度より学習相談室を設置しています。当初は柏第六小学校・増尾西小学校の２箇所でしたが，

平成１９年度からは大津ケ丘第二小学校にも設置。現在，計３箇所で学習指導及び巡回・訪問相談を行って

おり，教育相談訪問アドバイザー３人，教育相談訪問指導員２０人，スクールソーシャルワーカー３人，計

２６人により運営しています。

また，平成２０年度から，スポーツ交流や学習相談室と適応指導教室の月例会議を実施し，児童生徒間の

交流，指導員同士の情報共有・連携強化に努めています。

③あすなろキャンプ・自然体験教室

不登校児童生徒への支援策として，昭和５４年度から「あすなろキャンプ」を実施しています。平成２８

年度は２０名の児童生徒が参加しました。また，自然体験教室には１３名の児童生徒が参加し，いずれも集

団生活を体験させることにより，社会性を培い，自主性を身につけ，生きる力の育成につなげていくことを

目標に実施しました。それぞれの体験活動が，参加した児童生徒の自信と心の成長につながっています。

■長欠（３０日以上）児童生徒の状況（平成２９年３月３１日現在）

区分 長欠児童生徒総数 長欠率 不登校率
長欠理由別

病気 不登校 経済的理由 その他

小学校 １７４人 0.80％ 0.24％ 96 人 53人 0 人 25 人

中学校 ４１８人 4.16％ 1.98％ 175 人 199 人 0 人 44 人
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(3) 特別支援教育に係る校内支援体制の整備充実

特別支援教育体制の整備充実に向けて，様々な取り組みを実施しています。

①「校内委員会」の設置・活用

特別支援学級在籍の児童生徒に加えて，通常の学級に在籍する支援が必要な児童生徒に対し，特別支援教

育コーディネーターを中心とした校内委員会を設置して，一人一人の教育的ニーズを把握し，特性に応じた

支援が充実するよう｢個別の教育支援計画｣，「個別の指導計画」を作成するように推進しています。

②巡回相談の実施

平成１８年度より，文部科学省の委嘱事業の一環として柏市独自の巡回相談を開始しました。平成２０年

度からは，研究所の事業として予算化し，特別支援教育専門指導員や指導主事を学校に派遣し，支援が必要

な児童生徒に関する指導や助言，相談，保護者面談等を行っています。

③特別支援教育に関する研修会の実施

・夏季研修講座 ―「一人一人のニーズを踏まえた教育の在り方」を市内幼稚園・保育園及び小中

学校職員を対象に実施

・特別支援教育研修会 ―「一人一人のニーズを踏まえた教育の在り方」を校長・教頭・特別支援教育コ

ーディネーターを対象に実施（夏季研修講座と同時開催）

「教育支援員の在り方」等を教育支援員対象に実施

・特別支援教育新任担当教員等研修 －教育課程編成や児童生徒の指導方法等について年６回実施

(4) 教育支援員の適正配置

教育支援員については，各校の実情に即した適正かつ計画的な配置を推進しています。

■教育支援員配置状況（平成２９年３月３１日現在）

・小学校 ３８校 １０１名

・中学校 １７校 ２４名

合計 ５５校 １２５名

(5) ボランティア団体の協力による日本語・教科学習指導

市内小中学校には，６１人(平成２９年３月３１日現在)の日本語支援が必要な外国人児童生徒が在籍してい

ます。柏市教育委員会は，『柏市帰国・外国人児童生徒日本語と学習支援の会』の協力を得て，初期日本語指導

を行っています。

これは，外国人児童生徒が快適に学校生活を送ることができるよう，言語の面から支援するもので，経験を

積んだ指導者が，各学校の要請に応じて学校に出向き，支援に当たっています。

初期日本語支援を修了した，授業を理解することが困難な外国人児童生徒に対して，放課後，学校において

教科学習支援を行っています。また，土曜日に公共施設等で教科学習支援の学習会を行っています。

また，柏市教育委員会は学校とともに，該当児童生徒の個々に応じた学習指導方法や学校生活に適応する上

での指導のあり方について，国際理解教育研修会の実施や適応指導，教育相談などの取り組みを通して，研

究・研修を進めています。
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３ 健やかな体をつくる教育の推進

(1) 運動に親しみ，体力の向上を図る取り組みの推進

教科体育の充実と体育的活動の日常化を促し，児童生徒が運動に親しむ態度の育成と体力向上を図っていま

す。

■体力・運動能力テスト（女子）平均値（市の数値は平成２８年度実績，県・全国は平成２７年度実績）

■体力・運動能力テスト（男子）平均値（市の数値は平成２８年度実績，県・全国は平成２７年度実績）

学年
握力

(kg)

上体おこし

(回)

長座体前屈

(cm)

反復横跳び

(点)

20mｼｬﾄﾙﾗﾝ

(回)

50m走

(秒)

立ち幅跳び

(cm)

ｿﾌﾄﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ

(m)

市                                         

小５ 県                                         

国                                         

市                                         

小６ 県                                         

国                                         

市                                         

中２ 県                                         

国                                         

市                                         

中３ 県                                         

国                                         

■学校体育関係事業と参加人数（平成２８年度）

事業区分 事業名 参加人数（人）

柏市小中学校

体育連盟主催事業

柏市小学校陸上競技大会 1,250

小学校ミニバスケットボール教室 1,000

柏市中学校総合体育大会 4,000

柏市中学校ロードレース大会 200

柏市中学校駅伝大会 450

柏市中学校新人大会 3,500

中学校総合体育大会団結式 400

近隣市町共催事業 東葛飾地方中学校駅伝大会 300

西部地区中学校柔道大会 12

各種大会 千葉県中学校総合体育大会 370

全日本中学校通信陸上千葉大会 100

千葉県新人大会 350

千葉県中学校駅伝大会 44

各種全国大会 18

各種関東大会 26

学年
握力

(kg)

上体おこし

(回)

長座体前屈

(cm)

反復横跳び

(点)

20mｼｬﾄﾙﾗﾝ

(回)

50m走

(秒)

立ち幅跳び

(cm)

ｿﾌﾄﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ

(m)

市                                         

小５ 県                                         

国                                         

市                                         

小６ 県                                         

国                                         

市                                         

中２ 県                                         

国                                         

市                                         

中３ 県                                         

国                                         
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(2) 部活動の活性化の支援

専門外の指導者や部員数の多い部活動を中心とした支援のために，８０名の「外部指導者」の派遣を行って

います。

■部活動外部指導者の派遣実績（平成２８年度）

種目名 学校名 派遣人数

野球 土中（２）・光ケ丘中・柏五中・西原中・逆井中・風早中・手賀中

大津ケ丘中（２）・高柳中

１１

ソフトテニス 柏二中・富勢中・田中中（２）・柏三中・逆井中・松葉中（２）

豊四季中・大津ケ丘中

１０

バスケットボール 土中（２）・富勢中・田中中・光ケ丘中・柏五中・逆井中（２）

手賀中

９

サッカー 光ケ丘中・柏三中・南部中（２）・逆井中・高柳中（２）・ ７

卓球 柏中・柏二中・柏三中・柏四中・南部中・柏五中・酒井根中・

松葉中・中原中

９

陸上・駅伝 柏二中・田中中・柏三中・柏四中（２）・酒井根中・風早中

手賀中（２）

９

バレーボール 柏二中・富勢中・柏四中・高柳中 ４

剣道 柏中・田中中・南部中・豊四季中・大津ケ丘中（２） ６

ソフトボール 柏中・柏二中・西原中（３） ５

バドミントン 松葉中・中原中・豊四季中 ３

吹奏楽・音楽 光ケ丘中・柏四中・酒井根中・西原中・松葉中・豊四季中

風早中（２）

８

茶道 柏五中 １

(3) 保健教育の充実

健康に関する現代的な課題に対応し，心の健康つくりや薬物乱用防止教育等の健康教育を推進しています。

また，消防局救急課との連携により平成２４年度より開始した「ジュニア救命士養成講習」は，２８年度は

市立小学校４２校中４０校で実施しており，いのちの大切さや救命法の重要性について，子どもたちが体験を

通じて学習する機会として定着しています。

■児童生徒の健康診断の結果（平成２８年度）

区分
小学校 中学校

男(人) 割合(%) 女(人) 割合(%) 男(人) 割合(%) 女(人) 割合(%)

在籍者数 11,161 － 10,550 － 5,043 － 4,999 －

視力 1.0 未満の者 3,160 28.3 3,831 36.3 2,364 46.9 2,887 57.8

歯

科

処置完了の者 2,741 24.9 2,414 23.1 1,097 22.4 1,219 25.0

未処置のある者 2,741 24.9 2,385 22.9 852 17.4 827 17.0

尿(陽性者) 76 0.6 173 1.6 100 1.9 252 5.0

心臓疾患異常者 143 1.3 104 1.0 75 1.5 61 1.2

寄生虫卵保有者 0 0.0 0 0.0 － － － －

肥満傾向の者 149 1.3 69 0.7 45 0.9 42 0.9

脊柱胸部異常者 71 0.6 116 1.1 112 2.2 395 7.9

■感染症発生状況（平成２８年度） （単位／人）

区分 小学校 中学校 合計 区分 小学校 中学校 合計

風疹 0 0 0 インフルエンザ 5,473 1,763 7.236

水痘 243 8 251 手足口病 104 13 117

麻疹 0 0 0 異型肺炎 526 128 654

流行性耳下腺炎 346 36 382 ヘルパンギーナ 49 4 53

伝染性紅斑 17 1 18 咽頭結膜熱 21 1 22

溶連菌感染症 1,716 247 1,963 感染性胃腸炎 1,350 356 1,706

流行性角結膜炎 132 17 149 その他 74 23 97
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■児童生徒（男子）の体位（平成２８年度）

年齢
測定者

数(人)

身長(cm) 体重(kg) 座高(cm)

最高値 最低値 平均値 最高値 最低値 平均値 最高値 最低値 平均値

６ 1,920 134.5 100.5 116.7 43.1 14.5 21.5 － － －

７ 1,906 141.2 107.0 122.7 50.5 15.2 24.0 － － －

８ 1,885 147.0 111.8 128.3 58.7 15.6 27.0 － － －

９ 1,800 163.8 112.0 133.5 75.0 17.0 30.4 － － －

１０ 1,755 160.5 121.5 139.0 70.4 20.8 33.6 － － －

１１ 1,887 171.5 122.5 145.0 96.8 22.6 38.0 － － －

１２ 1,647 184.0 128.0 152.5 106.5 22.7 43.1 － － －

１３ 1,634 185.5 137.2 159.8 151.5 26.5 48.1 － － －

１４ 1,715 187.0 109.6 165.2 124.0 31.1 53.3 － － －

※学校保健安全法の改正に伴い検査項目から削除されたため２８年度より座高の測定は省略。

■児童生徒（女子）の体位（平成２８年度）

年齢
測定者

数(人)

身長(cm) 体重(kg) 座高(cm)

最高値 最低値 平均値 最高値 最低値 平均値 最高値 最低値 平均値

６ 1,778 136.4 94.0 115.5 42.6 13.8 20.9 － － －

７ 1,776 140.4 105.5 121.5 52.8 15.0 23.3 － － －

８ 1,786 151.2 92.9 127.3 63.5 14.6 26.3 － － －

９ 1,749 160.2 110.8 133.6 60.9 18.1 29.6 － － －

１０ 1,763 162.0 119.8 140.0 70.6 20.3 33.7 － － －

１１ 1,696 171.5 121.4 146.3 93.3 20.8 38.2 － － －

１２ 1,656 169.4 125.8 151.5 87.0 21.5 42.7 － － －

１３ 1,670 174.8 127.5 154.8 106.0 22.6 46.9 － － －

１４ 1,641 177.1 135.1 156.5 92.0 28.3 49.8 － － －

※学校保健安全法の改正に伴い検査項目から削除されたため２８年度より座高の測定は省略。

■学校管理下傷害別事故発生件数（平成２８年度） （単位／件）

区分 小学校 中学校 合計 区分 小学校 中学校 合計

骨折 218 286 504 割創 1 1 2

捻挫 268 325 593 裂創 11 6 17

脱臼 38 19 57 擦過傷 21 7 28

挫傷・打撲 417 415 832 熱傷・火傷 10 3 13

挫創 69 22 91 歯牙破折 19 5 24

切創 26 9 35 その他（負傷） 20 30 50

刺創 6 5 11 その他（疾病） 88 131 219

合計 1,212 1,264 2,476

■学校管理下活動別事故発生件数（平成２８年度） （単位／件）

区分 授業中 特別活動中 行事中 課外指導中 休憩中 通学中 合計

小学校 318 106 45 181 477 85 1,212

中学校 303 41 63 722 115 20 1,264

合計 621 147 108 903 592 105 2,476

■学校管理下場所別事故発生件数（平成２８年度） （単位／件）

区分
校舎内 校舎外

学校外 合計
教室等 体育館等 廊下 その他 運動場 プール その他

小学校 217 213 39 68 542 4 16 113 1,212

中学校 82 394 25 41 564 11 9 138 1,264

合計 299 607 64 109 1,106 15 25 251 2,476

(4) 食育の推進

子どもの食に関する理解を深め，望ましい食習慣の形成に結びつけられるような態度を育成し，偏った栄養

摂取などに起因する生活習慣病などを防止するとともに，家庭での食事の意義などについても理解するよう，

食に関する指導を行っています。
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４ 子どもの安全の確保の充実

(1) 防災，防犯及び交通安全教育の充実

犯罪や交通事故，災害等から自分の身を守るため，学校では，学校安全計画に基づき，様々な安全教育を行

っています。

防犯教育では，柏警察署等による防犯教室や不審者対応訓練等を実施しました。また交通安全教育では，柏

警察署や市交通施設課による交通安全教室の実施，千葉県の主催する自転車教室や自転車免許証制度事業の活

用を図りました。防災教育では，様々な場面を想定した実効性のある避難訓練等を消防署等と連携し定期的に

行いました。

(2) 学校や地域における安全対策の強化

①学校の安全対策の充実

児童生徒の安全確保のために，全ての学校で組織的・継続的な防犯対策が講じられています。平成２５年

度より年次計画に従って各小中学校に防犯カメラの設置を進めています。また，児童生徒の学校生活におけ

る安全管理，学校環境の安全管理の徹底や緊急時の危機管理対応マニュアル等の整備，教職員等の安全管理

体制の充実を図っています。

学校安全計画，危機管理マニュアルの策定・配備状況については，学校安全体制の実態調査により学校を

訪問し，点検・指導を行いました。

②地域と連携した安全対策の強化

保護者，ＰＴＡ，地域関係機関・団体，地域住民が学校安全ボランティア（スクールガード）として，児

童生徒の安全確保のため，各学校や地域の実態に即して組織的に活動を行っています。地域社会全体で，子

どもたちを見守る地域ぐるみの学校安全体制の充実を図っています。

③情報発信及び関係機関との連携の充実

保護者や地域，学校関係者に児童生徒の安全に関する情報を提供するため，スクールメールシステムによ

る情報配信を行っています。

システムの老朽化に伴い，平成２８年３月３１日をもって従来のシステムを終了し，平成２８年４月１日

から新たなメールシステムを導入しました。

また，学校内外における児童生徒の安全確保のため，柏警察署や市防災安全課等の防犯関係機関との連携

を図っています。

通学路の安全対策については，「柏市通学路交通安全対策プログラム」に基づき柏市通学路交通安全対策推

進会議や危険箇所等の合同点検を通して，安全施設等ハード面の整備について，関係各部署に対し働きかけ

を行っています。

５ 学校施設の適切な整備及び管理

(1) 校舎等改修整備

建設から４０年以上経過している学校施設における老朽化対策として，富勢小学校及び柏第二中学校の屋内

運動場について，構造体の補修，照明設備の更新等をするなどの長寿命化改良工事を実施しました。

また，｢汚い｣｢暗い｣｢臭い｣｢怖い｣｢壊れている｣の５Ｋ解消及びバリアフリー化に向け，老朽化したトイ

レの改修を進め，土小学校，柏第七小学校，西原小学校，旭小学校，藤心小学校，中原小学校，豊小学校，松

葉第二小学校，風早北部小学校，高柳小学校，高柳西小学校，富勢中学校，田中中学校，酒井根中学校，逆井

中学校，松葉中学校，中原中学校及び高柳中学校の改修工事を実施しました。

さらに機器の老朽化による停電事故を防ぐために，増尾西小学校，酒井根東小学校及び旭東小学校の高圧受

変電設備の改修を実施し，豊小学校では，給食室を全面的に改修し，衛生面，機能面を向上させました。

近隣への騒音防止を図り，窓を閉め切った状態での良好な学習環境を確保するため，旭小学校，増尾西小学

校，高柳西小学校，富勢中学校及び中原中学校の音楽室に冷暖房設備の設置を実施し，増尾西小学校では，公

共下水道への切替工事を実施しました。

(2) 一時的な教室不足への対応

児童生徒数増加による教室不足を解消させるため，特別教室等の改修を実施しました。旭東小学校では，校

舎２階の外部テラスを普通教室に，酒井根東小学校，十余二小学校，柏第五中学校では，特別教室等を普通教

室等への改修を実施しました。
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(3) 柏の葉中学校整備事業

柏北部中央地区の土地区画整理事業等における生徒数の増加に対応するための柏の葉中学校及び柏の葉小学

校（小中連携）の整備事業については，平成３０年４月の開校に向け，平成２８年９月に工事着手しました。

また，当該用地については，平成２８年度に取得を完了しました。

(4) 小中学校空調設備導入事業

近年の夏季における気温の上昇に対して学習環境改善を行うべく，市内小中学校の普通教室等への空調設備

導入を計画するに当たり，前提条件の整理，空調設備整備対象，事業の仕組み，概算事業費及び整備スケジュ

ールについて検討を行い，平成２９年度にメンテナンス付リース方式により空調設備を整備することとしまし

た。また，公募型プロポーザル方式により事業者選定をするべく空調設備導入計画等策定委託を行い，基本計

画書及び公募資料の作成を行いました。

(5) 校舎長寿命化改良基本計画策定事業

老朽化した校舎の長寿命化対策，教育環境の質的改善及び今後の学校のあるべき姿などを踏まえた学校施設

保全計画の策定に当たり，そのモデル事業としてモデル校を募集し，土小学校に決定しました。平成２９年度

は，土小学校校舎長寿命化改良基本計画方針を策定します。

(6) 学校規模の適正化

義務教育の公平性の確保，一定の教育水準の維持及び向上を図るために，これまで，通学区域の変更，仮設

校舎の建設，学区外就学の弾力化や制限により，適正規模化を図ってきました。今後も児童生徒数の推移に注

視し，継続して取り組んでいきます。

(7) 給食施設，調理機器の老朽化対策

老朽化した給食施設，調理機器について大規模な修繕・更新を計画的に行います。また，調理機器の中で修

繕の対応が困難な重要物品については，計画的に順次入替を行います。

■平成２８年度大規模修繕，調理機器の更新

・豊小学校 ２３品目，４９点の備品更新

※スチームコンベクションオーブン，自動食器洗浄機，棚昇降式食器消毒保管機等

・その他，学校重要物品の更新 真空冷却機（土小学校他６校）

・学校給食センター ボイラー排気筒の修繕，受水槽及び調理室内冷蔵庫空調機器の更新

食缶の一部を二重保温食缶へ入替

(8) 安全で安心な学校給食の提供

市内６２校の小中学校の内５１校は単独自校調理方式で，献立は各校に配置している栄養士が自校の実態に

沿って作成しており,いずれも安全でおいしい給食を実施しています。

旧沼南町区域の１１校（風早南部小を除く）は共同調理場方式で，献立は給食センターに配置している栄養

士が施設の環境に応じて作成しており，できるだけ手作りを心掛け，安全でおいしい給食を 1 日約４，９００

食提供しています。

■給食費（平成２８年度）

区分
単独自校調理方式 共同調理場方式

小学校 中学校 小学校 中学校

年間給食回数 180回 176 回 188 回 188 回

１食当たり単価 265円 330 円 260 円 305 円

年額 47,700 円 58,080 円 48,880 円 57,340 円

①単独自校調理方式（旧柏市の区域）

小学校においては昭和３９年，３校での単独自校調理方式による完全給食を開始して以来，現在は旧柏市

の区域の全３４校及び風早南部小学校で，週５回（米飯３回以上），年間１８０回以上の給食を実施していま

す。

中学校においては平成５年度から６年度にかけて行われた，２校（柏三中，南部中）における試行期間を

経て，平成７年度から順次実施しました。平成１３年度からは，旧柏市の区域の全１６校で，週５回（米飯

３回以上），年間１７６回以上の給食を実施しています。

②共同調理場方式（旧沼南町の区域）

昭和５３年に学校給食センターを開設し，小学校７校及び中学校４校で，週５回（米飯３回以上），年間１

８８回の学校給食を実施しています。
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■学校給食センターの施設概要（平成２９年３月３１日現在）

施設名 所在地 電話 施設の概要

学校給食センター 大島田 305-2 04-7192-1140

開設 昭和５３年５月

総床面積 １，１６５㎡

事務室，検収室，下処理室，調理室，洗浄室，ボ

イラー室，会議室，車庫，簡易倉庫等

③小学校給食の民間委託

学校給食の効率的な管理運営を行うため，旧柏市の区域の全中学校と学校給食センターでは調理業務委託

方式で実施しています。

さらに，平成１４年度から旧柏市の区域の小学校給食の調理業務を直営から委託に順次切り換えを行うと

ともに，新設校等についても調理業務委託方式により実施しています。平成２８年度末現在で３１校の切り

換えを完了し，更なる行政サービスの向上に努めています。
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Ⅲ 学校の組織力・教職員の力量を高める

１ 様々な教育課題に対応できる力量を備えた教職員の育成

(1) 指導主事によるきめ細かな支援

「自他を尊び支え合い，学び合い，高め合う教育」の実現を目指し，市内小中学校教職員研修の支援を行っ

ています。まず，教職員の指導力向上を目指して，魅力的な研修事業を企画・運営しています。さらには，授

業研究や経験者研修を支える要請訪問，パーソナルサポートを通して，学校や教職員ひとりひとりのニーズに

応じたきめ細かな支援を行っています。

(2) 研究指定校に対する支援

研究指定校は，柏市教育振興計画や学校教育指導の指針を具現化するために，市内小中学校における研究を

支援し，研究成果を市内各学校に提供することを目的として柏市教育委員会が指定しているものです。各指定

校は，教育の今日的な課題の検証や指導法の開発など，組織的・継続的な校内研究活動の充実に努めています。

研究指定校に対しては，研究に必要な予算措置とともに，指導主事による研究支援を集中的に行います。これ

により，当該指定校全体の授業改善意欲を向上させ，研究を活性化させます。

■研究指定校と研究テーマ

学校名 教科・領域 研究テーマ 指定年度 指定機関

柏市立旭東小学

校
国語・体育

豊かな人間関係を構築するための伝え合う

力の育成

平成２８～

平成３０年度
柏市教育委員会

柏市立松葉第二

小学校

理科・環境教育

(生活科・総合的

な学習の時間)

好奇心や探究心を高め，主体的に学ぶ児童

の育成 ～理科・環境教育を通して～
平成２８年度 柏市教育委員会

柏市立富勢西小

学校
理科・生活科

学び合う子らを育む授業の創造 ～主体的

に学習する問題解決活動の在り方～

平成２７～

平成２８年度
柏市教育委員会

柏市立高柳小学

校
国語・算数科

意欲的に学び，豊かに表現する子どもの育

成
平成２８年度 柏市教育委員会

柏市立大津ケ丘

第一小学校
国語・算数科

主体的に学び「わかる・できる」喜びを実

感できる授業づくり～ＩＣＴや学校図書館

の活用を通した教材教具の工夫～

平成２８～

平成２９年度
柏市教育委員会

柏市立柏の葉小

学校

外国語活動（総

合的な学習の時

間・学級活動）

英語を聞こう・話そう・楽しもうとする態度を

育成する指導のあり方 ～イングリッシュタイム

を通じて，積極的にコミュニケーションを図ろ

うとする子どもの育成をめざして～

平成２７～

平成２９年度
柏市教育委員会

柏市立南部中学

校

英語，数学，理

科，社会(デジタ

ル教科書活用)

基礎・基本を定着させるための教科指導の

工夫
平成２８年度 柏市教育委員会

田中中学校区

（田中中学校，

田中小学校，田

中北小学校，花

野井小学校）

学びづくりフロ

ンティアプロジ

ェクト校

・図書館活用，学校図書館指導員３日配置（指

導課・図書館）

・学校図書館エアコン設置（学校施設課）

・学校図書館図書購入費（学校財務室）

・放課後子ども教室，みんなの子育て広場（生

涯学習課）

・放課後子ども教室開催日パトロール（学校企

画室）

・歴史体験教室（文化課）

・ ITアドバイザー優先派遣（教育研究所）

・鉄棒教室・運動教室（スポーツ課）

・保護者向けの家読講演会（指導課・生涯学習

課・図書館）

・生徒指導アドバイザー（指導課・補導センタ

ー）

・夏休み理科教室・自由研究・天文教室(指導

課・教育研究所）

・歴史体験教室（文化課）

・大学生ボランティア（指導課）

・ 教 職 員 研 修 へ の 支 援 （ 指 導 課 ）

など

平成２７～

平成２９年度
柏市教育委員会柏五中学校区

（ 柏 第 五 中 学

校，柏第四小学

校 ， 高 田 小 学

校）

大津中学校区

（大津ケ丘中学

校，風早北部小

学校，大津ケ丘

第一小学校）

平成２９～

平成３０年度

柏市教育委員会
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柏市立柏第一小

学校
食 育

学校給食研究指定校

地域における食育指導推進事業

平成２８～

平成２９年

度

千葉県教育委員会

柏市立柏第七小

学校
特別支援教育

特別支援教育における早期からの支援構

築事業

平成２８年

度
千葉県教育委員会

柏市立藤心小学

校
金融教育 金融教育研究校

平成２７～

平成２８年

度

千葉県金融広報委

員会

金融教育研究校

柏市立風早北部

小学校

「学力・学習状

況」検証事業
検証協力校

平成２８～

平成３０年

度

千葉県教育委員会

(3) 研究成果等の共有化

学習指導要領及び柏市教育施策に即した教育活動の充実のため，下表のような調査研究事業を実施していま

す。また，成果物を紙媒体・電子媒体で関係機関に提供し，共有・活用できるようにしています。

(4) 職務・キャリアステージに応じた市独自の研修の実施

教員として採用後１１年間にわたる研修体系をつくり，また専門性を高める研修を実施することで，指導力

のある教員を育成し，若年層教員の増加等への対応を目指しています。

■基本研修（平成２８年度）

講座名 内容 実施回数

小中初任者研修 使命感，学習指導，生徒指導，授業力アップ研修等 18 回

小中１年経験者研修 学習指導，学級経営，授業実践等 1回

小中２年経験者研修 学習指導，学級経営，授業実践，教育課題研究等 2回

小中５年経験者研修 学習指導，リーダー研修，授業実践等 3回

小中６年経験者研修 自己課題への振り返り，授業実践，教育課題研究等 2回

小中１０年経験者研修 学習指導，生徒指導，教育課題研究等 8回

特別支援教育

新任担当教員等研修

教育課程の編成

障害特性に応じた指導・支援のあり方等
6回

調査研究事業名
研究成果等の共有

成果物 共有形態

情報教育担当者連絡会（年２回） ＩＣＴ活用実践事例 83 事例

教育研究所

ホームページ

及び冊子

幼児教育共同研究（年１３回）
幼児教育共同研究のあゆみ

－運動能力調査報告書－

教育研究所

ホームページ

及び冊子

幼保小連携研究委員会（年４回） 指導資料
教育研究所

ホームページ

小学校社会科副読本編集委員会（４回）
小学校用

「わたしたちの柏」副読本

教育研究所

ホームページ

及び冊子
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■専門悉皆研修（平成２８年度）

講座名 内容 実施回数

司書教諭研修 学校図書館の活用法等 2回

外国語教育研修 外国語教育担当者としての資質向上等 2回

特別支援教育管理職研修 一人一人のニーズを踏まえた教育の在り方 1回

特別支援教育

コーディネーター研修
同上 1回

教育相談担当者研修 教育相談に対する基本的な考え方や適切な技法等 1回

人権尊重教育研修 人権尊重教育の現状と課題 1回

小動物飼育研修 飼育の仕方や管理等 2回

事務職員研修会 事務職員としての資質向上等 8回

保健主事研修会 保健主事の役割と資質向上等 2回

養護教諭研修会 養護教諭としての資質向上等 8回

栄養士研修会 栄養士としての資質向上，献立研究等 11回

■専門希望研修（平成２８年度）

講座名 内容 実施回数

学校経営研修 学校経営ビジョン，組織経営力の向上等 1回

情報活用研修 授業，校務処理に生かせるＩＣＴ活用等 20 回

英語スキルアップ講座 外国語指導技術の向上 3回

■特別研修（平成２８年度）

講座名 内容 実施回数

二松學舍大学連携講座 国語に関する知識，理解を深める研修 1回

麗澤大学連携講座 道徳に関する知識，理解を深める研修 1回

千葉大学連携講座 環境等に関する知識，理解を深める研修 1回

開智国際大学連携講座 社会に関する知識，理解を深める研修 1回

東京大学連携講座 理科に関する知識，理解を深める研修 1回

夏季研修講座 教育課題や教職員のニーズに応える研修 6回

ゲートキーパー養成講座 自殺予防におけるゲートキーパーの役割 1回

■その他の研修（平成２８年度）

講座名 内容 実施回数

キャリアアップ研修 専門性や教育的実践力の向上 10 回

免許状更新講習

（必修領域・選択必修領域）

教員に求められる最新の知識・技能の習得

（夏季研修講座・キャリアアップ研修・情報活

用研修と合同で実施）

15 回
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２ 組織的な学校運営による学校の総合力の向上

(1) 管理職の育成，教務主任，研究主任等の力量向上

■基本研修（平成２８年度）

講座名 内容 実施回数

新任校長研修 学校経営，管理等 5回

2年目校長研修 学校経営，管理等 １回

新任教頭研修 学校経営，管理等 6回

新任教務主任研修 学校経営，管理等 3回

主任層育成研修 主任としての役割，組織運営等 4回

教務主任研修 教務主任の役割，教育課程，教育課題等 3回

研究主任研修 研究主任の役割，校内研修体制づくり，教育課題等 2回

(2) 学校評価の充実

学校では，学校評価を実施し，学校運営の改善・充実を図っています。学校評価は，学校内部の教職員にと

どまらず，保護者や地域住民の信頼に応えるため，保護者や学校評議員など学校関係者からの評価も取り入れ

ています。

平成２８年度は，柏市立全小中学校と市立高等学校において実施されました。各学校では，評価結果から課

題を明確にし，次年度の教育活動の改善に生かしています。また，教育委員会では，冊子「学校評価システム

の構築に向けて」を作成，配布し学校評価の充実を図るとともに，各学校の改善策に対する支援に努めていま

す。

(3) 家庭，地域の声を生かした学校づくり

平成１４年度より，学校が保護者や地域住民と連携協力して教育活動を行うため，学校評議員制度を導入し

ました。平成２８年度は，市内全ての小中学校及び市立高等学校で，委嘱した学校評議員の数は延べ４６５人

にのぼりました。

各学校では，学校の様子を伝えるため評議員に授業や行事に参観していただいたり，学校運営の改善のため，

意見をいただいたりしています。この制度を積極的に活用し，地域と学校が一体となった教育活動，教育環境

の改善に努めています。

■学校評議員連絡協議会（平成２８年度）

日時 会場 参加者数 内容

７月８日 沼南庁舎 ６４人
・学校評議員制度について

・各学校での評議員としての活動の様子や課題について，情報交換

(4) 個性的な学校づくりの支援

学校における様々な教育課題の解決や創意工夫に満ちた特色ある学校づくりのため，校長が自主的，自立的

に学校運営をするマイプラン事業を実施しています。

■事業実績（平成２８年度）

主な事業 具体例
小学

校数

中学

校数
合計

学力向上対策 学力向上支援員等の活用 22 10 32

情操教育 音楽鑑賞，演劇鑑賞，伝統芸能等による豊かな心の育成 21 2 23

キャリア教育 専門講師を活用した体験学習 9 9 18

音楽教育 専門講師による合唱，演奏指導 12 5 17

体育科の充実
ＮＰＯ団体による体育指導，外部指導者による部活動の充

実と活性化
9 7 16

地域社会教育
専門家や地域ボランティアとの体験学習，地域の伝統芸能

の継承
7 4 11

自然環境教育
地域の里山を生かした農業体験学習の実施，農作物栽培や

花づくりによる環境学習
7 1 8

学校安全対策 学校危機管理に対応した安全教育の推進と環境整備 4 2 6

不登校対策 不登校生徒への学習支援 0 2 2

学校図書館の充実 図書館の環境整備や読み聞かせによる読書の充実 1 0 1
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国際理解教育
中国，メキシコ，タイ，フィリピンの４カ国の方々との交

流事業
1 0 1

合 計 93 42 135

(5) 学校法律相談の充実

柏市立小・中・高等学校における法律問題への対応について，教育委員会が委嘱した顧問弁護士による法律

相談を行い，諸問題の早期解決，学校運営の安定に役立てるための制度で，平成２１年４月１日から実施して

います。近年の学校におけるさまざまな法律問題について，校長等の学校関係者が直接弁護士に相談し，具体

的な指導・助言を得ることにより，学校が抱えているトラブルの拡大を防ぎ，早期解決を図るための有効な手

段となっています。

この制度の活用により，学校の負担を軽減し，学校が本来取り組むべき教育活動に専念することができるよ

う，教育委員会として支援を行っています。また，教職員のみならず児童生徒のより良い教育環境を維持する

ための大きな支援策にもなっています。さらに，法律相談の場に原則として教育委員会管理主事が同席し，内

容を把握することにより，問題解決の手法という情報を共有化し，教育現場に還元するという効果も期待され

ています。

■学校法律相談実施件数

平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度

２６件 ２５件 １８件 ２９件 １７件 ２５件 ８件
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Ⅳ 家庭・地域に根ざした学校をつくる

１ 家庭と地域と学校が一体となった教育の推進

(1) 学校支援体制の充実

①学校支援ボランティア

柏市では，平成２０～２２年度に，文部科学省が主管し千葉県から委託された「学校支援地域本部事業」

を実施しました。本事業は，学校を支援する地域の方々をボランティアとして組織し，効果的な学校支援を

行おうとするものでした。この実績を踏まえ，中学校区を基本単位とした学校支援地域本部の設置を推進し

ています。また，平成２５年度より学校支援コーディネーター連絡協議会を開催するなど，学校支援の充実

に向け事業を進めています。

現在，学校では，地域の特性を活かした様々な形で保護者や地域の方々によるボランティア支援を受けて

います。交通安全指導，読み聞かせなどの学習支援，校内美化・環境整備等の活動があり，現在延べ４，５

００人近くの方々が学校支援ボランティアとして登録しています。教育委員会としては，ボランティア活動

に対しての保険に加入し，活動の充実を図っています。

②放課後子ども教室

平日の放課後に小学校の余裕教室等を利用してステップアップ学習会（補充学習），夏休みに青少年センタ

ー等を利用して夏休み子ども教室（体験型講座）を実施しています。

■放課後子ども教室（平成２８年度）

会 場 内 容
参加者数

（延べ）

柏第一小学校 ステップアップ学習会 1,087 人

柏第二小学校 ステップアップ学習会 1,122 人

酒井根西小学校 ステップアップ学習会 662 人

大津ケ丘第一小学校 ステップアップ学習会 995 人

花野井小学校 ステップアップ学習会 710 人

柏第六小学校 ステップアップ学習会 6,238 人

田中北小学校 ステップアップ学習会 1,254 人

増尾西小学校 ステップアップ学習会 1,395 人

高柳西小学校 ステップアップ学習会 492 人

柏第八小学校 ステップアップ学習会 761 人

西原小学校 ステップアップ学習会 1,131 人

柏第三小学校 ステップアップ学習会 914 人

富勢西小学校 ステップアップ学習会 647 人

土小学校 ステップアップ学習会 4,235 人

逆井小学校 ステップアップ学習会 409 人

大津ケ丘第二小学校 ステップアップ学習会 1,347 人

田中小学校 ステップアップ学習会 2,621 人

土南部小学校 ステップアップ学習会 661 人

高田小学校 ステップアップ学習会 2,243 人

柏第四小学校 ステップアップ学習会 1,354 人

柏第五小学校 ステップアップ学習会 1,401 人

富勢小学校 ステップアップ学習会 1,127 人

酒井根小学校 ステップアップ学習会 498 人

中原小学校 ステップアップ学習会 915 人

豊小学校 ステップアップ学習会 2,218 人

酒井根東小学校 ステップアップ学習会 832 人

旭東小学校 ステップアップ学習会 929 人

松葉第一小学校 ステップアップ学習会 1,070 人

松葉第二小学校 ステップアップ学習会 2,170 人

高柳小学校 ステップアップ学習会 823 人

旭小学校 ステップアップ学習会 965 人

藤心小学校 ステップアップ学習会 1,073 人

十余二小学校 ステップアップ学習会 1,138 人
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風早南部小学校 ステップアップ学習会 321 人

柏の葉小学校 ステップアップ学習会 1,444 人

柏第七小学校 ステップアップ学習会 156 人

青少年センター等

夏休み子ども教室（ダンスを楽しもう！，絵本の世界をつくろ

う！，書道に親しむ，こどもパソコンでプログラミング教室，ふわ

どっち，    遊   ポップアップカード de デコっちゃお

う！，動物愛護ふれあい教室，トールペイント，楽しい折り紙教

室，ドライアイスであそぼうよ！，スイーツデコのお菓子の家，ミ

ラクルリボン，ウィンドベル，科学実験・電子工作教室，天びんは

かりを作ってみよう！，水道水はどうやってできるの？ 過実験 

給水車体験 夏休        講座 

634 人

合計 47,992 人

③地域の教育機関・団体との連携

柏市には多様な専門分野を持った大学やＮＰＯ団体があります。こうした大学等の協力により，パソコン

を活用したフィールドワークを実践するなど，効果的な学習指導を行っています。

■市民との協働事業（平成２８年度）

団体名 内容

柏市帰国・外国

人児童生徒日本

語と学習支援の

会（教科学習支

援分科会）

市内の小中学校に在籍する授業を理解することが困難な帰国・外国人児童生徒に対し

て，放課後，学校において教科学習支援を行う。また,土曜日に公共施設等で教科学

習支援の学習会を行う。

スマイルクラブ 小学校の特別支援学級における体育授業のサポート及び支援を必要とする児童に対す

る運動能力向上のための指導法の提案を行う。

(2) ＰＴＡや青少年健全育成団体への支援

①ＰＴＡ

小中学校のＰＴＡ相互の連絡や共通する課題の研究・討議及び問題解決のため，柏市ＰＴＡ連絡協議会を

組織しています。

■ＰＴＡの状況（平成２９年３月３１日現在）

区分 PTA 数
会長職（人） 在籍児童生

徒数（人）

会員数（人）

男 女 計 保護者会員 教師会員 賛助会員 計

小学校 42 37 5 42 21,600 17,074 1,341 0 18,415

中学校 20 18 2 20 9,834 9,361 648 8 10,017

②青少年健全育成団体への支援等

青少年関係機関及び団体の育成指導及び活動の支援を行っています。

■青少年団体（平成２９年３月３１日現在）

団体名 団体数 会員数 団体名 団体数 会員数

青少年健全育成推進連絡

協議会
17 団体 34 人 スカウト連絡協議会 12 団体 557 人

青少年相談員連絡協議会 20 団体 180 人 学校警察連絡協議会 1団体 177人

子ども会育成連絡協議会 44 団体 3,094 人 少年補導委員連絡協議会 1団体 149人

少年野球連盟 31 団体 1,113 人

【青少年健全育成推進連絡協議会】

青少年を健全に育成するため，市内の中学校区ごとに組織されています。設置目的は，第一に市や関係

機関の青少年対策を地域に浸透させるための推進母体となること，第二に青少年対策の情報源となること，

第三に地域の実情に応じた適切な事業を主体的に実施することです。
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■地区青少年健全育成推進協議会の主な活動（平成２８年度）

地区 活動内容

柏第一 ふれあいコンサート，地域パトロール，ふれあい広場，さわやかあいさつウィーク

柏第二 防犯パトロール，地域パトロール，広報紙「あい」発行，ふれあい音楽会

柏第三 ふれあいコンサート，会報｢青少協だより｣発行，ふれあいフェスティバル

柏第四 三世代ふれあい運動会，リーダーキャンプ，広報「ふれあい」発行

柏第五 ふれあい体験学習，遊びのフリーマーケットと屋台村，ふれあいコンサート

松葉 サマーフェスタ，ふれあいむかしのあそび，地域パトロール

南部 広報「ともしび」発行，夏休みお楽しみ映画会，地区４校合同演奏会

光ケ丘 剣道大会，広報｢青少協だより｣発行，地区パトロール

酒井根 音楽の集い，地域パトロール，「工作教室～レジンで宝石を作ろう」開催

富勢 八朔相撲，サマースクール,体験教室（料理教室・創作教室）

田中 地区内パトロール，「Tanaka 夢フェスティバル」，広報「クローズアップ」発行

西原 ふれあいデイキャンプ，広報「青少協だより」発行，ふれあいコンサート

土 手賀沼ウォーク，地域パトロール，広報「はぐくみ」発行

逆井藤心 サマーフェスティバル，地域パトロール，広報「ふれあい」発行

中原 地域パトロール，ゆずり葉コンサート，広報「ゆずり葉」発行

豊四季 地域パトロール，おはようウィーク，ドッジボール大会

手賀 地域パトロール，エコ・ウォーク in 手賀

【青少年相談員連絡協議会】

地域の青少年健全育成の担い手として，昭和３８年１０月に発足しました。現在，県及び市から委嘱され

た１８０人によって構成され，各中学校区を活動基盤としています。主な事業としては，中学生を対象に市

内約３０㎞を徹夜で歩く「オーバーナイトハイク」や小学生を対象とした「わんぱくこども祭り」などがあ

ります。

■オーバーナイトハイク（平成２８年度）

日時 コース 参加者数

8月 20 日午後 8時

～21 日午前 7時

柏駅（サンサン広場）～北柏～富勢東小～利根川サイク

リングコース～柏市立柏高校～十余二小～柏中学校

市内中学生・青少年相

談員ほか 918 人

■わんぱくこども祭り（平成２８年度）

開催日 場所 参加者数

11 月 26 日

11 月 27 日

青少年センター 市内小学生・青少年相談員ほか 延べ

1,509 人

【新成人のつどい】

新たに成人となった方々を祝い励ますため，成人の日に開催しています。平成３年からは，これまでの

「成人式」から「新成人のつどい」に名称を改め，式典及び行事を通して，社会人としての自覚のかん養や

郷土意識の高揚に努めています。また，新成人による実行委員会を組織し，企画から当日の運営まで自らの

手で実施しています。

(3) 青少年の非行防止と相談体制の充実

青少年の健全な育成を期し，少年の補導活動を総合的に推進するための拠点として，昭和４１年に少年補導

センターが開設されました。補導活動，相談活動，広報啓発活動，環境浄化活動を積極的に展開し，非行の未

然防止に努めています。また，関係機関・関係団体と連携をとりながら地域ぐるみの非行防止活動の推進を図

っています。

開催日 行事内容 新成人者数 参加者数 参加率

平成 29 年 1月 9 日

・市長式辞

・新成人代表の言葉

・クイズ大会等（ビデオ上映）

・抽選会

4,102人 2,699人 65.8％



41

①補導活動

柏駅周辺の繁華街での補導を実施するとともに，少年補導委員が中心となって市内各地域の実情に応じた

活動を行い，早期に青少年の非行化の防止を図っています。また，夏季・冬季休業中，市立中学校の体育

祭・卒業式時も補導活動を行っています。

【街頭補導】

平日の午前，午後，薄暮，夜間に柏駅周辺の繁華街や青少年のたまり場となりそうな場所を巡回し，怠学

や喫煙を見つけたときは声をかけて止めるように指導します。

■少年補導の状況（平成２８年度）

区分
学生・生徒（人） 有職者

（人）

無職者

（人）

合計

（人）小学生 中学生 高校生 大学生 各種学校

怠学 0 0 155 0 0 0 0 155

喫煙 0 1 19 4 1 4 6 35

その他 48 0 8 0 0 0 0 56

合計 41 1 182 4 1 4 6 246

【サイバーパトロール】

市内学校の児童生徒を対象に不適切な投稿は無いか定期的に検索し，発見した場合で学校名を特定出来

たときは，当該学校に通報します。

■サイバーパトロールの状況（平成２８年度）

区分 投稿内容の例
投稿者（人） 合計

（人）小学生 中学生 高校生 その他

レベル１
ｿｰｼｬﾙﾈｯﾄﾜｰｷﾝｸﾞｻｰ

ﾋﾞｽのｱｶｳﾝﾄ登録
3 2,901 2,281 0 5,185

レベル２
実名掲載，誹謗中

傷，飲酒喫煙
0 63 2 0 65

レベル３
自殺企図，犯罪予

告，暴行恐喝
0 3 0 0 3

②相談活動

青少年の問題や悩みに対し，温かく適切な助言・指導を行い，青少年自身が解決を図れるように援助して

います。また，研修により相談担当者の資質を高めるとともに，必要に応じて関係団体・関係機関と連携を

とっています。

【やまびこ電話柏】

青少年の悩みの相談窓口であり，親身になって相談に応じています。性，家庭親子関係，交友，学業，進

路などについての相談が寄せられています。

■やまびこ電話柏受理件数（平成２８年度）

区分

青少年からの相談（件） 成人からの相談（件）
合

計

(件)

小
学
生

中
学
生

高
校
生

大
学
生

専
門
学
生

有
職
少
年

無
職
少
年

そ
の
他

小

計

保
護
者

成
人
一
般

そ
の
他

小

計

学業・進路 0 4 2 1 2 0 0 0 9 4 0 0 4 13

非行 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1

性 0 6 11 1 24 0 0 3 45 2 0 2 4 49

身体 0 7 31 0 0 0 0 0 38 0 0 0 0 38

異性 0 1 2 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 3

交友 1 3 1 0 1 0 0 1 7 14 0 0 14 21

家庭親子関係 1 0 0 0 0 0 0 0 1 6 0 0 6 7

性格 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

被害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

子育てしつけ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 18 0 0 18 18

家出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

仕事 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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教師不適切 2 0 2 0 0 0 0 0 4 5 0 0 5 9

不登校 0 1 0 0 0 0 0 0 1 4 0 0 4 5

いじめ 0 1 0 0 0 0 0 0 1 4 0 0 4 5

問い合わせ 0 1 0 0 0 0 0 0 1 6 0 1 7 8

その他 0 0 9 0 5 0 0 2 16 3 0 25 28 44

合計 4 24 58 2 32 0 0 6 126 66 1 28 95 221

（参考）無言 181

（参考）悪戯 11

【少年相談】

青少年の不良行為等の問題行動で悩みを持っている保護者，教員等又は少年本人から，電話や来所により

相談を受けています。

■少年相談の状況（平成２８年度）

区分

相談

総数

(件)

対象者学職別内訳

（件）

相談者別内訳

（件）

結果別内訳

（件）

小

学

生

中

学

生

高

校

生

大

学

生

有

職

少

年

無

職

少

年

そ

の

他

保

護

者

学

校

本

人

・

そ

の

他

処

置

完

結

関

係

機

関

通

報

相

談

継

続

学業・進路 2 0 1 1 0 0 0 0 1 0 1 2 0 0

非行 3 1 2 0 0 0 0 0 1 1 1 3 0 0

性 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

健康・身体 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0

異性 3 3 0 0 0 0 0 0 2 0 1 0 0 3

男女交際 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

不良交友・交友 52 2 47 0 0 2 1 0 20 14 18 20 2 30

家出 4 0 4 0 0 0 0 0 0 4 0 4 0 0

暴力 2 0 1 1 0 0 0 0 0 1 1 2 0 0

喫煙 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0

飲食 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

シンナー・薬物乱用 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

金銭乱費持出し 4 3 0 1 0 0 0 0 4 0 0 2 0 2

刑罰法令に触れる行為 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

家庭・親子生活全般 12 1 9 0 1 0 1 0 5 5 2 10 1 1

被害 4 1 0 3 0 0 0 0 2 0 2 4 0 0

いたずら 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0

教師不適応 2 1 1 0 0 0 0 0 1 0 1 2 0 0

不 登校 6 0 6 0 0 0 0 0 4 2 0 3 0 3

いじめ 7 2 4 1 0 0 0 0 5 0 2 5 1 1

仕事 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

問い合わせ 8 4 3 0 0 0 0 1 1 3 4 7 1 0

その他 14 6 7 0 0 0 1 0 1 8 5 13 0 1

合計 126 25 85 8 1 3 3 2 47 39 40 80 5 41

【生徒指導巡回相談】

市立中学校を訪問し，生徒指導上の問題について情報交換や相談活動を行い，各学校と少年補導センター

等との連携を一層強化し，学校への支援体制を整えています。

【いじめｅメール相談】

いじめに係る児童生徒からの相談や通報を電子メールで受け付け，本人又は保護者が希望する場合には，

学校に相談内容を通報すると共にいじめ解消のための助言や指導を行います。
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■いじめｅメール相談の状況（平成２８年度）

区分

相談

総数

(件)

相談者別内訳（件）

本人
保

護

者

そ

の

他

小

学

生

中

学

生

高

校

生

大

学

生

いじめ 8 0 1 0 0 6 1

その他 5 0 2 0 0 3 0

合計 13 0 3 0 0 9 1

③広報啓発活動

広報紙で，補導件数，相談件数，講演実績，行事予定を情報提供しています。また，市内の中学校を中心

にネットモラルや非行防止の啓発を行っています。

④環境浄化活動

地域における青少年健全育成環境の浄化を積極的に進めるために，青少年のたまり場の健全化，青少年健

全育成協力店の巡回等の活動を行っています。

(4) 家庭教育推進団体等支援事業

幼稚園，保育園，こどもルーム，小・中学校，高校に在籍する児童生徒等の保護者等で組織するＰＴＡ，保

護者会又は父母の会等及びかしわ地域学びの事業者連絡会に加盟する企業の職員研修において，申し込みのあ

った家庭教育の推進を目的とする事業に対して経費の支援を行いました。

■主な事業内容（平成２８年度）

※事業数は延べ数（事業を複数回実施している学校あり）。

主な事業 具体例
幼保

数

小学

校数

中学

校数

小･中

合同

合

計

いのちの講座 家庭における性教育の指導等について 0 19 1 0 20

各種講演会
食育，思春期の子どもの心身の発達，親子のコミュ

ニケーション，親育，等
3 9 1 0 13

合計 3 28 2 0 33

(5) 「みんなの子育て広場」支援事業

学校・家庭・地域が連携し，子育て中の保護者等に対し，情報収集・交換や，子育てについて気軽に相談で

きる機会を設けることで，家庭教育の大切さを再認識してもらう場を提供する事業です。平成２８年度は，年

度途中から実施した１校を含め２９校（柏第四小学校，旭小学校，酒井根小学校，風早北部小学校，柏第六小学校，
酒井根東小学校，土小学校，高柳小学校，柏の葉小学校，西原小学校，松葉第二小学校，田中小学校，十余二小学校，

風早南部小学校，柏第二小学校，松葉第一小学校，逆井小学校，酒井根西小学校，豊小学校,柏第一小学校，柏第三

小学校，柏第五小学校，柏第八小学校，中原小学校，旭東小学校，大津ヶ丘第一小学校，大津ヶ丘第二小学校，花野

井小学校，柏第七小学校）で実施しました。
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(6) 保護者の経済的負担の軽減

①就学援助

経済的理由のため就学困難な児童生徒の保護者に対して，児童生徒の教育の機会均等の実施を図るため，

就学援助を行っています。

■就学援助費の種類及び支給状況（平成２８年度） （単位／人，円）

学用品 入学用品 入学準備金(※) 修学旅行

人数 金額 人数 金額 人数 金額 人数 金額
小

学

生
1,777 25,241,260 229 4,687,630 326 7,677,300 341 6,911,617

中

学

生
1,132 28,555,040 336 7,912,800 - - 406 22,395,913

校外活動 計

人数 金額 金額
小

学

生
296 4,031,639 48,549,446

中

学

生
333 11,281,783 70,145,536

（補足）※･･･平成２８年度から，中学校入学準備金として小学校６年生を対象に支給を開始。

(7) 学習習慣の形成に向けた啓発

平成２２年度に教員用の家庭学習指導資料を各学校に配付し，平成２４年度には，保護者用の家庭学習指導

資料を配付しさらに,平成２６年度には家庭学習で活用できる学習用Ｗｅｂサイトを作成し公開しました。


